
（12月11日現在）

エレクトーン、三面
鏡、ベッド（ベビー・

S・SW）、洋服ダンス、下駄箱、ローチェスト、オ
ルガン

制服（なごみ保育園・光
が丘幼稚園男子）、整理

ダンス、ラック、棚、ミキサー、皿（直径20cm)、扇風機、
掃除機、キーケース、黒コート（９or11号）、コーヒー
セット、レンジ台（スチール）、ダイニングテーブル、応
接セット、鯉のぼり、将棋盤、猫の登り棒、作業着（Ｍ）、
ジャージ（Ｍ）、血圧計、レース生地（白）、シルバー
カー、ダウンコート、火鉢（直径40ｃｍ）、バウンサー、
本棚（木製）、ブックスタンド（木製）、ポット、子供用ベ
スト（毛布生地）、鉢（６or８角）、アーミーナイフ、ダッ
チオーブン、洋服ダンス（高180～185cm）、ピンキン
グばさみ、ベビーゲート、ラジコンカー、お椀、つり道
具一式、電話機、茶箱（内側ブリキ製）、自転車（12イン
チ・大人・折りたたみ式）、はかり
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2月20日（木）　午前9時30分～午後2時
リサイクル研修ステーション
市内お住まい又はお勤めの方
15人（先着順）
300円
ぞうきん用布（フェイスタオル）、レッスン
バッグ用布（縦68cm×横66cm）、体操服
袋用布（縦77cm×横32cm）、コップ袋用
布（縦50cm×横22cm）、裁縫用具、定規、
ミシン持ち込可、弁当
1月15日から電話で次へ。
リサイクル研修ステーション
☎75-2140（休館日／月・祝日、月曜が祝
日の時は翌日）

・布は、持ち物を参考にして、多めに持参し
てください。

・布用ボンド（800円）希望の方は、申し込み
時に伝えてください。
エコリーダー「くるっと」（木津川市廃棄物
減量等推進員の会）

「ぞうきんとレッスンバッグ」
　お子様の新学期準備を手作
りしてみませんか。
　ミシンで縫いますが、ぞうき
ん以外は布用ボンドでも作れ
ます。

エコ手芸教室

さとやまさとやまさとやま 通信　　　 ＜Vol.21＞
つう しん

鹿背山の特産品・鹿背山柿（富有柿）の収穫を体験しました
～11月1日相楽台小学校3年生、11月21日木津川台小学校3年生が校外学習～
　学研木津北地区のある鹿背山地区は、柿の産地としても有名です。
　相楽台小学校および木津川台小学校の3年生が、校外体験学習として、この地区
で、柿の栽培をしている「鹿背山の柿を育てるネットワーク」の協力を得て、柿収穫
体験をおこないました。

■柿について学習
　柿は、剪定せずに育てると、多く実る年と少ししか実らない年が交互に現れる
「隔年結果」が出てきます。これを防止するためには、毎年きちんと剪定することが
重要です。柿ネットワークでは、市内外から集まる会員により、栽培されているこ
と等、松岡会長から説明がありました。
　子どもたちは、熱心にメモを取り、説明を聞いていました。

■柿の収穫体験・試食
　柿の栽培方法等について学習した後、柿の収穫体験をし
ました。はじめ難しく感じた収穫も回数を重ねるごとに上
手に収穫できるようになりました。
　そしてお待ちかねの試食です。子どもたちが口いっぱい
にほおばり、おいしいそうに食べる姿を見る柿ネット会員
の皆さんの笑顔が、とても印象的でした。

鹿背山城何でも知ろう連続講座
　これまでの講座で、鹿背山城について勉強してきました。
　今回は、鹿背山城跡を整備します。

■柿の疑問を聞きました
　松岡会長からの説明の後、小学生たちが松岡会長に、柿の疑問について質問をし
ました。
　Ｑ：一本の木に何個くらいの実がなるのですか？
　Ａ：木により異なりますが、多い木には約500個実ります。
　Ｑ：柿は何年くらいで実がなりますか？
　Ａ：桃、栗3年、柿8年とよくいわれているとおり、柿は収穫できる木に成長するま
　　 で、長い年月を要します。この農園の柿で古いのは、私のお爺さんが植えた木もあります。
　Ｑ：柿作りで一番辛い仕事は何ですか？また嬉しい事は何ですか？
　Ａ：冬に剪定をするので寒くて辛いです。

嬉しいことは秋になって実がなって、皆さんが美味しいと言って食べてくれることです。

「里山の維持再生ゾーン」の実現に向けて
　～市民協働による持続可能なまちづくりのモデルケースとして～

2月9日（日）　午前9時～午後3時30分頃
※雨天の場合は、2月16日に延期
ＪＲ木津駅（午前9時）　
50人（先着順）
どなたでも参加できます。
作業をおこないますので、汚れてもいい服装で参加ください。道具は主催者で用意します。
弁当、水筒、軍手
次のいずれかで申込み。
1．当会ホームページ（http://kizu1978.info/）のメールフォームから申し込み。
2．①氏名②住所③電話・Fax番号を記入して、Faxで次へ。
岩井　Fax71-8131
木津の文化財と緑の守る会
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学研企画課　☎75-1201

第4回講座　鹿背山城城整備

平成25年度から市街化区域農地の課税方法が変わっています

　木津川市は、平成19年3月の合併により近畿圏の特定市になったので、市街化区域農地については特定市街
化区域農地となり、課税の方法が（表1）のとおりとなっています。
　このため、市街化区域の農地につきましては、特定市街化区域農地（宅地並み課税）となりますが、「市町村の
合併の特例等に関する法律（合併特例法）」により、合併がおこなわれた日の属する年の翌年1月1日を賦課期日
とする年度から5年度分（平成20～24年度）は、合併前と同様に従来の課税が継続されていました。（注1）
　また、宅地並み課税が開始される最初の4年間（平成25～28年度）は、軽減措置があります。

※詳しくは、固定資産税の納付書を送付時に同封しております「固定資産税・都市計画税のあらまし」をご覧ください。

（表1）
区分 特定市農の年度 固定資産税の課税標準額 都市計画税の課税標準額

初年度目（平成25年度） 当該年度評価額×1／3×0.2 当該年度評価額×2／3×0.2

2年度目（平成26年度） 当該年度評価額×1／3×0.4 当該年度評価額×2／3×0.4
3年度目（平成27年度） 当該年度評価額×1／3×0.6 当該年度評価額×2／3×0.6
4年度目（平成28年度） 当該年度評価額×1／3×0.8 当該年度評価額×2／3×0.8
5年度目（平成29年度） 一般住宅用地と同じ 一般住宅用地と同じ
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市街化農地の課税の概略

税務課　☎75-1203
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